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【平成２２年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
○ A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 

高速画像処理技術は、IT におけるユーザインタフェース分野のみならず、医療やメディアアート

などその応用領域は広範であり、この分野の技術開発・研究は、我が国が世界的に貢献すべき分野

である。本研究は、高速ビジョンチップの実応用を目指した展開的な研究であり、高速ビジュアル

インタフェース及び高速マイクロビジョンフィードバックの 2 つの対象に絞り、メタパーセプショ

ン概念の提唱と、これに基づくバーチャルリアリティ・複合現実感やメディアアート分野における

多くの重要な応用システム（仮想物体の切断面を提示するインタフェース、デスクトップ操作領域

を仮想的に拡張するインタフェース、光と人間が協調するシステムなど）や、顕微鏡画像をフィー

ドバックすることで微少対象制御を行う高速マイクロビジョンフィードバックシステムの開発など

を行ってきている。 
その結果、当初計画以上の成果が得られつつあり、それらの成果は世界的レベルの国際会議等に

も報告され、複数の受賞もあり、高い評価を得ている。また、提唱されているメタパーセプション

の概念とそれに伴う研究成果は、今後、他の関連領域における汎用的な応用技術として発展する可

能性を有しており、期待できる。 
 


